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（C）2004　筑波大学生物学類

平成15年度3学期　生物学類授業評価

回答者数：3名　履修申請生物学類生数：35名　（回答率8％）

「生物学特別講義　 （遺伝子多様性解析法）」

良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・授業の内容に関することではありませんが、卒研発表会

と同じ日にやらないでほしいと思います。

良い 普通 良くない

3 00

興味深さ

良い 普通 良くない

1 11

分かり易さ

良い 普通 良くない

2 10

話し方・速度

良い 普通 良くない

2 01

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

2 01

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

2 01

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

3 00

あなた自身の
満足度

解析方法論の理論的に難しい概念をわかり易く説明するのがいかに大変であるかを痛感した。次回に向けて難点を整理

しもっと良いプリントを作るつもりである。実習の方については、ある程度予想はできたもののUNIXの扱い自体がネック

になって、スムーズに進めることができなかった。個々のコマンド等を書き出した実習手引き書を作る必要があると考え

ている。


